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はじめに

この冊子を手にした方へ

ひきこもり問題が深刻化して久しいのですが、その実態も
支援のあり方も未だ見えては来ません。こうした中で、ひき
こもる人たちも先が見えず悩み苦しみ、親・家族も途方に暮
れています。このような状況にあって、ひょうごユースケア
ネット推進会議の構成機関である県内の保健、医療、教育、
福祉、雇用などの 28 機関や、民間の支援団体「ほっとねっ
と兵庫」などの力をお借りして、ひきこもりの現況調査を行
うことができました。可能な限り県内各地に足を運び、現場
の声に耳を傾け、本冊子にまとめることができました。こう
した調査は県内初の調査でありますので不十分さもあります
が、本冊子が当事者はもちろんのこと親や支援者のお役に立
つことができれば幸いです。

ひょうごユースケアネット推進会議

座長　小林　剛
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1.兵庫県におけるひきこもり調査の必要性

ひきこもり問題が社会的な問
題としてクローズアップされる
ようになってすでに久しくなっ
ていますが、事柄の性格上その
実態はいまだ明らかになってい
ません。不登校のように、学校
に所属し、在籍している児童・
生徒の場合は明瞭に実態を把握
できますが、ひきこもりに関し
ては、圧倒的に多くのひきこも
り者が所属する場を持っていま
せんので、実態を数量的に把握
することは、いかなる方法を用
いても至難の業といっていいで
しょう。家庭の中にひきこもっ
ている多くのひきこもり者に、
調査の網をかけることなど殆ど
不可能に近いのです。これまで
いろいろな機関や研究者や臨床
医などが、調査を行っています
が、それらはいずれも限られた
限定的な調査であって、実態を

全て明らかにしたものではあり
ません。
しかしながら、この問題の深
刻さを考えてみますと、可能な
限りの方法を駆使して、それが
不十分なものであるということ
を承知した上でも、その実態を
明らかにすることは、それ自身
大きな意味があるのではないか
と考え、ひきこもり者の相談、
支援に当たっている場に出向き
調査を行いました。兵庫県にお
けるこうした調査は初めてです
ので、その点においても意味が
あるように思われます。

本調査を始めるに当たって1
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1.兵庫県におけるひきこもり調査の必要性

この調査を行うに当たって、
ひきこもりの定義を以下のよう
に捉えて調査をお願いしまし
た。それは「さまざまな要因に
よって社会や学校への参加の場
面がせばまり、就労や就学など
の自宅以外での生活の場が６か
月以上の長期にわたって失われ
ている状態」というものです。
単に「ひきこもり」ということ

本調査に当たってひきこもりをどう捉えたか2

兵庫県内におけるひきこもり
に関する調査は、これまで限ら
れた部分的なものはあっても、
全県を視野にいれた調査はあり
ませんでした。そこで可能な限
り全県のひきこもり状況を把握
したいと考え、本ユースケア
ネット推進会議は、県内の子ど
も・若者に関わる全ての機関・
団体がネットワークされている

今回の調査の目的と方法3

で調査を行うと、その内容は人
によってさまざまで、調査の焦
点が曖昧になりますので、上記
のように限定して行いました。
申すまでもありませんが、ひき
こもりは病気ではありません。
「不登校」や「家庭内暴力」といっ
た言葉と同様、ひとつの状態像
をあらわす言葉として捉えて調
査に当たりました。

という好条件がありましたの
で、本ユースケアネット推進会
議の事業として、今回のひきこ
もり調査を行うことにしまし
た。
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そこで本調査の方法として、
大きく４つの場から調査を行い
ました。第１は、本ユースケア
ネット推進会議の構成機関で、
ひきこもり相談ないしは、ひき
こもり支援を行っている機関、
団体に質問紙による調査とヒヤ
リング調査を依頼して、そこか
ら可能な限りのひきこもり者の
実数を把握するとともに、支援
プログラムについて調査を行い
ました。
第２は、県内全域の健康福祉

事務所（保健所）に質問紙によ
る調査を依頼すると共に、承諾
を得た保健所に対してはヒヤリ
ング調査を行い、ひきこもり者

の実数を把握すると共に支援プ
ログラムの調査を行いました。
第３は、ＮＰＯ及び民間でひ
きこもり支援にあたっている県
内の団体または居場所に質問紙
による調査を依頼し、併せてヒ
ヤリング調査も行い、そこで支
援を受けているひきこもり者の
実数と支援プログラムの実態を
調査しました。
第４は、承諾を得たひきこも
り者および家族に可能な限り面
接をして、これまでの自分のひ
きこもり体験を振り返り、そこ
から見えてくるものを語ってい
ただきました。
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2.県内ひきこもり支援現場から見えてきた
    ひきこもりの現状

今回調査対象とした公的支援
機関は、兵庫県精神保健福祉セ
ンター、県の健康福祉事務所と
市の保健所 ( 合計 17 か所 )、県
立神出学園、県立山の学校、神
戸市ひきこもり地域支援セン
ター「ラポール」です。
以上の公的支援機関で、現在

支援を受けているひきこもり者
たちの総数はヒヤリング調査と
質問紙による調査を含めて 10
代から 60 代までのひきこもり
者は 1,208 名になりました。
この数字はあくまでも現在上記
の支援現場で支援を受けている
ひきこもり者の数の合計です。
次に今回の調査のもう一つ
は、ＮＰＯをはじめ民間の支援
機関に出向いて行った調査から
見えてきたひきこもり者の数で
す。民間の９か所で行ったヒヤ
リング調査によると、その総数
は 10 代から 50 代までの 198
名でした。

現在支援を受けているひきこもり者の実数1

若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ，
65人，4％民間支援機関，198人，13％

公的支援機関，1208人，83％

現在支援を受けているひきこもり者の実数

調査対象機関 箇所数 ひきこもり者数 割合

公的支援機関

ＮＰＯ

若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ

合計

17

９

３

29

1,208 人

198人

65人

1,471人

83％

13％

４％

100％
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さらに今回調査の対象とした
若者サポートステーション３か
所があります。この調査は、ニー
トが含まれている可能性が高い
ことがうかがわれますが、その
中でもひきこもり者と認定でき
る数が提示されておりましたの
で、その数は 10 代から 40 代
までの、合計 65 名となりまし
た。
以上今回の調査によって、現

在県内で支援を受けているひき
こもり者の総数は上記の合計
で、1,471 名となりました。し
かしこの数は前項でもふれたよ
うに、兵庫県内のひきこもり者
の実数からすれば、まさに氷山
の一角に過ぎないといわなけれ
ばなりません。
ここで、やや大胆に県内のひ

きこもり者の推計を試みること
にします。内閣府が平成 22 年
に 15 歳 か ら 39 歳 の 若 者
5,000 人を対象に訪問調査をし

たところ、3,287 人の有効回答
が得られました。この内、活動
範囲が自室から近所までの「狭
義のひきこもり」と判断できる
若 者 は、有 効 回 答 全 体 の
0.61％となりました。この数字
を兵庫県内の同様の年齢人口に
当てはめると、県内のひきこも
り者の推計値は 10,286 人にな
ります。勿論これは推計であり
ますが、一つの参考数値にはな
ります。
そうすると、今回の調査から
出てきた 1,471 人という数値
はあまりにも少ないといえま
す。この少ない数値を、想定さ
れる 10,286 人という数値と比
較して、県内のひきこもり者の
数字をどう読み解くかというこ
とが課題になります。もし、
10,286人という数が仮に実態に
近い数だとすれば、以下のよう
な考察が可能になると思われま
す。
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2.県内ひきこもり支援現場から見えてきたひきこもりの現状

第１は、県内の多くのひきこ
もり者が、公的・民間それぞれ
のひきこもり支援の場にも行か
ず家庭にこもっているのではな
いか。逆に言えば、支援の手が
差し伸べられないひきこもり者
がいかに多いか。
第２は、ひきこもり者が比較

的静かに自宅にこもって生活を

しているため、親も困ったもの
だという認識はあっても、直ち
に支援機関や病院などに相談を
求める緊急事態でもないので、
そのままになってしまっている
のではないか。こうした家族の
姿勢もあって、相談や支援の場
に出向かないのではないか。
第３は、ひきこもり者を抱え
ている家族が、わが家のひきこ
もりという事態に対して、知ら
れたくないという意識が働き、
相談や支援を躊躇する傾向が
あって、ひきこもりが表に出な
いのではないか。
第４に、当の本人が「おれは
病気じゃない」と言って、相談
や支援を求めることを拒否して
いるため本人も親も動くことが
できないのではないか。
以上の諸事情がさまざまに絡
んで、上記のような数値になっ
ているのではないかと思われま
す。
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ひきこもり者に男性が多い傾
向は、これまで行われたさまざ
まな調査においても同様であり
ます。今回の兵庫県内の調査に
おいても同様の傾向がはっきり
と出ています。この理由は明確
ではありませんが、これまでの
子育てや教育の過程で、男性は
女性に比較して、かなりのプ

レッシャーを受け、過剰な期待
をかけられて育てられてきたこ
とが、背景にあるように思われ
ます。

ひきこもりの高齢化が指摘さ
れていますが、今回の調査にお
いても、同様の傾向がはっきり
と指摘できます。すなわち 20

代、30 代の合計が 73％となっ
ています。さらに 50 代、60 代
が各４％となっていて、この問
題の深刻さが伺われます。大学
を出て就職してからつまづくひ
きこもり者、そして昨今の厳し
い職場状況からバーンアウトし
てしまって、そのままひきこも
りに移行してしまったケースな
ど高齢のひきこもりの事例が少
なくありません。

ひきこもり者の 77％は男性2

ひきこもり者の 73％は 20 代～ 30 代3

女性，325人，23％

男性，1114人，77％

男女別ひきこもり者の割合

60 歳以上，
34人，4％

50代，31人，4％40代，
76人，10％

30代，226人，29％ 20代，352人，44％

10代，
67人，9％

年代別ひきこもり者数
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2.県内ひきこもり支援現場から見えてきたひきこもりの現状

ひきこもり始めた年齢を調べ
たところ、10代が一番多いこと
がわかりました。これは、全国
ひきこもり家族会の調査データ
と同様の傾向を示しています。
今回の調査の背景には、図が示
すように、義務教育段階からの
不登校があり、その継続でひき
こもりに移行した数がかなりあ
ることが分かりました。今回の
調査で、小中高での不登校経験
をヒヤリングしたところ、ひき
こもり者の 35％が不登校経験

者であることがわかりました。
このことから、あらためて学
校段階での不登校の克服が、ひ
きこもり問題から考えても重要
な課題であることがわかりまし
た。

ひきこもりが始まったのは 10 代からが 65％4

60 代，２人，１％
40代，２人，１％

30代，９人，５％

20代，53人，28％10代，121人，65％
ひきこもりはじめた年代
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ひきこもりの期間が長くなっ
ていることも、この問題の深刻
さのもう一つの側面です。この
問題を高齢化と合わせて考える
と、ひきこもり者の父親が退職
期を迎えて、なおひきこもり者
のわが子を抱えるという、大変
さにあることが分かります。全

国ひきこもり家族会の調査によ
れば、ひきこもり者の父親の
52％は 60 歳以上で、実質的に
退職の年齢であり、退職しても
なおひきこもり者を抱え、わが
子の年金を親が負担するという
困難な問題状況におかれていま
す。

ひきこもりが 7年以上続いている人が 73％5

７年以上，100人，73％ ５年～７年，12人，９％

３年～５年，６人，４％

１年～３年，14人，10％

６ヶ月～１年，５人，４％

ひきこもりが継続している年数
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3.ひきこもる人たちの心の内

ひきこもっている若者たちの
内面に共通するものは、さまざ
まなきっかけや背景があって傷
つき、混乱し、不安定になった
自分をこのままの生活に晒して
おけば、身も心も壊れてしまう。
こうした危機を察知して、止む
にやまれぬ思いでとった行動が
「ひきこもり」という行為なの
です。自分の存在を失ってしま
うかもしれないような恐怖感の
中で、自分の存在を守ろうとし
てひきこもったのです。今回の

調査でも 25 歳の若者は、「会
社の営業成果が上がらず、連日
上司から怒鳴られ、心身喪失の
危機からひきこもることで、自
分を守り、以来５年が経過した」
という事例がありました。また
31 歳の女性は、「小中学生時代
からブス、ブタと言われ、深い
心の傷を負い、中学から不登校
となり、家に閉じこもり、自分
を守って８年、今ようやく自分
を受け入れる気持ちになりつつ
あります」と話しています。
22 歳の男性は「私はこのまま
人の中で生活していったら、私
という人間が壊れ、屍のような
人間になって生きていけなくな
る、だから私は社会と断絶しま
す」と宣言しました。こうして
みるとひきこもりは、自分を危
機から守る必死の行為であった
と思われます。

自分を守るための止むを得ない行動1
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止むを得ない思いで自己防衛
のために、ひきこもってしまっ
た若者が、それで安泰平安かと
いえば、決してそうではありま
せん。新たな苦悩を背負うこと
になるのです。それは自分のた
めにと思って選択したひきこも
りという行為について、激しい

罪悪感をもつようになるので
す。これもひきこもり者に共通
する心理かと思います。とりわ
け親や家族に対して、何もせず
ただ家にこもる生活は、自責の
念に駆りたてられ辛く苦しいの
です。28 歳の若者は「親に迷
惑をかけていることが一番苦し
く、やりきれないけれど、どう
しようもなかった。親や家族の
顔を見るのもいやだったので、
昼間は眠ることにしていた」と
語っていました。また 27 歳の
若者は、「何も悪いことをして
いるわけでもないのに、あちこ
ちから冷たい視線を感じ、一瞬
不思議にも、自分はいけないこ
とをしているのではないか、と
いう罪悪感に苦しめられ、辛
かった」と言っています。

激しい罪悪感2



13

3.ひきこもる人たちの心の内

ひきこもったことによって、
人から離れ、自分の世界にこ
もっていると、一面で心は安心
しているものの、集団や人への
恐怖がますます募り、それが次
への行動をにぶらせて悪循環に
なっています。人から与えられ
た苦しみや心の傷から、自分を
守るために、ひきこもるという
行為を選択しておきながらも、
それによって逆に人への恐怖が
加速するというアンビバレント
な心理の中で苦悩しているので

す。ひきこもった自分を他人は
どう思っているだろう、他人は
きっと自分を変な奴だと思って
いるだろう、もう自分のような
人間は誰も相手にしなくなるの
では、と思うようになります。
こうして人への不安と恐怖が、
とめどなく湧きおこり、ますま
す外の世界に足が向かなくなる
のです。こうした恐怖心もひき
こもり者にほぼ共通にみられる
心理です。

調査の中で出会った支援者の
話が今も心から離れません。
28 歳の我が子を持つ父親の話
として聞いたこの事例は、悲痛
な叫びに聞こえます。「毎日の
ように自分に向かって、『ひき

こもって世の中に出ていけない
自分はだめだ！だめだ！もう２
度と立ち直れない』、こう言っ
て何回も何回も繰り返すので
す。こうした自己否定のどん底
に落ちたわが子に父親として自

人や社会への恐怖心3

自己否定感と自己バッシング4
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分はどうすればいいのか」と父
親は途方に暮れたというので
す。
また 30 歳の男性は、次のよ

うに自己否定の苦しみを文に
綴っています。「ガムテープを
持って自宅からかなり離れた人
気ない場所まで車で行った。車
の排気口をガムテープで塞ぎ、
エンジンをかけたまま車の中で
横になってみたが死に切れませ
んでした」。追いつめられたひ
きこもり者は、時によれば自己
否定の先に死を考えることさえ
ないとは言えないのです。
自己を激しくバッシングする

20 歳のひきこもり者は、ひき
こもりから抜け出した後、自分

を振り返り、苦しい胸の内を次
のように話してくれました。
「なにかやりきれなくなった
時、血が滲むまで自分の腕や手
に爪を立てて、その痛さに意識
をそらすと、少し気分が楽にな
る。自分で自分に爪を立てて、
ひきこもっている辛さをしばし
でも忘れようとする、毎日毎日
がそんな精神状態でした」。
こうして、多くのひきこもり
者たちは、自分の存在を問い詰
めながら、葛藤を続けているの
です。こうしたひきこもり者の
苦しみをしっかりと受け止めな
がら、支援の手が差し伸べられ
なければなりません。
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4.ひきこもり者に対する県内の支援の実際

以下の図は今回の調査で公的・民間支援機関が行っている当事者
支援のプログラムの内容を５つに分類してグラフにしたものです。

兵庫県内で、ひきこもり者にどのような支援の手が差し伸べられ
ているかを、重要な調査項目として、今回調査を行ってきました。
その結果公的・民間の支援機関それぞれがさまざまな工夫を凝らし
ながら支援を展開していることが、改めてわかりました。

居場所とは、家庭でひきこ
もっていた人たちが社会に出る
ための中間的な癒しと仲間づく
りの場のことです。居場所では、
本人たちがフリースペースで話
したり、ゲームや読書などそれ

ぞれがやりたいことをしていま
す。民間支援機関では７か所、
公的支援機関では３か所がこう
した支援を実施していました。
居場所は当事者にとって家と社
会とをつなぐ接点であると考え

居場所による心身の癒しと仲間づくりの支援1

当事者支援プログラム1

0 20 40 60 80 100 ％

訪問支援

就労支援
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14％

14％
58％

67％

67％
67％

42％

86％
58％

０％
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民間支援機関 公的支援機関
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られます。しかし、ハード面や
ソフト面などで、それぞれの居
場所はひきこもり者のニーズに
十分応えるものになってはいな
いようです。
居場所において形成される親

和的な人間関係やコミュニケー
ションは、ひきこもり者にとっ
てとても重要なものです。その
意味で居場所は、間違いなくコ
ミュニケーション能力や自己表
現力、自己肯定感を高める場に
なっています。調査で出会った
ひきこもり者は「ここで、ゲー
ムや音楽の趣味が合う友達と出
会えた。いろんな人と話ができ
る。また、女の子とも話す機会
があり、楽しい」(30 代　男性 )
と話してくれ、彼にとって居場

所が癒しと元気回復の場になっ
ていることがわかります。
ひきこもり者にとって、居場

所に来るまでに公共交通機関を
利用することで社会との関わり
ができ、「電車に乗るのが怖い」
と話していたひきこもり男性も
「慣れてくると、しだいに外の
景色が見られるようになった」
と話していました。しかし「居
場所に来ると安心できるから、
もっと通いたいと思うが、着く
までの電車やバスで疲れ切って
しまう。人混みがまだ怖い時も
あるので、今は週２回通うこと
にしている」(20 代　男性 ) と
話すひきこもり者もおり、無理
のない自分のペースで通うこと
が大切なようです。
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4.ひきこもり者に対する県内の支援の実際

居場所の開所時間や活動内容
などは、支援機関によって様々
ですが、いずれも行動を強いる

本人が居場所に通う回数が増
えることによって活動範囲が広
がり、結果として、対人関係能
力や社会性が身についていきま
す。「職場に行く前に、居場所
によって休憩してから仕事に行
き、一日の仕事が終わってから、
居場所に立ち寄って心を癒して
から自宅に帰る」(30 代　男性 )
という人もいました。

ものではなく、本人たちの自己
選択と自己決定を尊重するもの
で、本人にとって、自分の時間
で過ごす事ができ、リラックス
とリフレッシュの効果があるよ
うです。「家では親がいろいろ
言うので、居づらい。バイト先
でも話す人がおらず居場所がな
い。私にとってここは唯一の居
場所。ここに来れば、ありのま
まの自分が出せるし、話を聞い
てくれる人もいる」(20 代 女性 )
という声もありました。また「今
まで家に一人でいると世界が止
まっているようだった。ここに
来ていろんな人と出会って、い
ろんなひきこもり体験を聞かせ
てもらった。自分だけじゃない
と思えて、嬉しかった」(10 代
男性 ) と、居場所でひきこもり
者たちが自分のひきこもり体験
を話すことで、仲間意識やしん
どさを共有して、元気を取り戻
すこともあります。
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今回の調査の中で、ユニーク
な居場所を運営しているところ
がありました。それは、女性向
きの居場所の時間を設定してい
る「神戸オレンジの会」です。
多くの居場所は圧倒的に男性の
利用者が多いのが現状です。男
性ばかりの中に、女性は入りに
くいものです。そのため、女性
のためのお茶会のように女性が

参加しやすいプログラムが作ら
れています。こうしたプログラ
ムの参加をきっかけに、居場所
に通うようになった女性もいる
ようです。また、居場所には行
きたいけれどもまだまだ一歩が
踏み出せない人のために、各支
援機関では通信や会報を発行し
て、開所時間やプログラムの案
内も行っています。

多くの支援機関で実施されて
いる体験的活動プログラムは、
極めて多様でした。例えば、手
芸(ＩＳＩＳ神戸)、工場見学(精
神保健福祉センター当事者会
ＷＩＮＧ)、音楽バンド体験 ( 神
戸オレンジの会 )、山登り ( 交
流館しゃべり場・山の学校 )、
農業体験 ( 姫路こころの事業
団 )、ヨガ ( 兵庫県若者らの自
立を考える連絡会 )、ゴルフ ( 山
の学校 )、乗馬体験 ( 神出学園 )、

ボランティア活動 ( ひめじ若者
サポートステーション ) など、
それぞれが工夫をこらしてお
り、上記の例だけでなくスポー
ツや料理など屋内・屋外に限ら

体験的活動プログラムによる支援2
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4.ひきこもり者に対する県内の支援の実際

ず多くのプログラムが実施され
ています。ひきこもり者は、こ
れらのイベントやレクリエー
ション、行事などを通して仲間
意識が育ち、コミュニケーショ
ンが活発になり、交流が豊かに
なります。また、様々なプログ
ラムを体験することで、心身が
リフレッシュします。こうして
ひきこもり者は多くの活動を体
験し、それを通して自信を取り
戻し、自己肯定感を高めること
ができます。調査で出会ったひ
きこもり者は、「運動は苦手だっ
たが、みんなと一緒にやること

でチームワークが生まれた。試
合では対戦相手に負けてしまっ
たけど、参加してよかったと思
う。とても楽しかった」(20 代
　男性 ) と話してくれました。
体験的活動プログラムでは、「自
分の思いどおりにいかない」な
ど失敗や挫折を体験することが
ありますが、それがかえって本
人の対処能力の向上につながる
こともあります。「はじめてみ
んなで収穫した野菜を使って、
ご飯を作って食べた時のことは
今でもはっきり覚えている。収
穫するまで、毎日水をやったり、
虫をよせない工夫をしたり、ド
ロドロになったりして大変だっ
た。きちんと世話をしても枯れ
た時はとても悲しかった。途中
でしんどくなって、やめたいと
何度も思った。でも、かごいっ
ぱいに収穫した時は、感動した。
続けてよかったと思った」(30
代　女性 )。
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ピアとは同じ仲間または同じ
背景をもつ人同士という意味で
す。ひきこもりの若者たちは、
同じひきこもりという背景をも
つ仲間に出会えて、心がほっと
します。ピアグループによる交
流支援は、当事者をもっとも理
解しているのは当事者自身とい
う基本を踏まえた支援です。こ
うしたピアのもつ力を元気回復
に活かしていこうという取り組
みが、ひきこもりの居場所で、
多様に行われていることが改め
てわかりました。
今回の調査の中でもこうした

支援が、意識するとしないにか
かわらず、行われていました。
例えば「ＩＳＩＳ神戸」はひき
こもり者が三々五々集まってき
て、パソコンをさわったりしな
がら、自由に好きなことを話し
あい、心を交わし合っている場

面が多く見られました。構える
こともなくありのままの自分で
いられることで、心がなごみ元
気回復につながるのです。また
県立精神保健福祉センターでも
家族のピアグループのほかに、
ひきこもり当事者会「ＷＩＮＧ」
を月 2 回開き、同じ悩みを持つ
者同士がレクリエーションや
ミーティングをともにしたピア
グループを開いています。さら
に「神戸オレンジの会」におい
ても、スポーツやレクリエー
ションを導入したピアグループ
を運営し、元気回復に活かして
います。こうした試みの効果に
ついては、「何よりも心が和む」
「このグループがなかったら私
はどうなったか分からない」「本
当の仲間ができました」とピア
グループに参加したひきこもり
者たちの多くが語っています。

ピアグループによる支援3
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4.ひきこもり者に対する県内の支援の実際

臨床心理士による予約制のカ
ウンセリングを含め、支援機関
のスタッフとの日常的な相談
は、公的・民間支援機関でよく
行われています。大きな不安と
心身の不安定さを抱えて来所す
るひきこもり者にとって、何よ
りも大切な支援は心の安定を支
えるカウンセリング的支援で
す。それも特別な時間や場を設
定したカウンセリングよりも、
居場所の何気ないひととき、ま
たは体験的活動のひとこまの中
でスタッフによるハートフルな
カウンセリングこそが大切で
す。
ひきこもり者は不安や悩み、

心配事などを、自分の中に抱え
込み、自分だけで解決しようと
するのではなく、スタッフや専
門職に打ち明けることで、回復
の糸口が見つかることもありま

す。「部屋に一人でいると楽だ
が、考えが悪いほうへばかりい
くのでしんどかった。カウンセ
ラーと話すと、違う視点の意見
が聞けて新鮮な気持ちになれ
た」(20 代　女性 ) と話す人も
いました。また、自身のことを

相談またはカウンセリング的支援4
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民間支援機関で多く行われる
就労支援は、単なる職業紹介に
限らず、就労のための体力づく
りやマナー教室、企業・工場の
見学、軽作業などを通しての技
術習得なども行われています。
調査のなかで「就職という以前
に、昼夜逆転で朝が起きられな
いなどの基本的な部分でつまず
くことが多い。挨拶の仕方がわ

からなかったり、一日の業務に
ついていけるほどの体力がない
人もいる。また、本人に働きた
いという漠然とした気持ちはあ
るが、何をしたらいいのか、何
がしたいのかわからないと訴え
る人もいます」と話す支援機関
のスタッフもおり、就労準備段
階への支援は就労支援を進めて
いくためにも重要なものとなっ

人に話すことで、自分を客観的
に見つめなおすこともできま
す。「以前は親が僕のことを理
解してくれず、すごくしんど
かった。利用している支援機関
でスタッフと話をして、気持ち
を理解してもらえた時とても安
心した。今は、親に自分のこと
を話すようになった。相談でき
るスタッフと出会えてよかった
と思う」(30 代　男性 )。自分
のことを、他者に話すことに抵

抗がある人も多くいますが、「聴
いてくれる人がいる」というだ
けで、「自分は一人ではない」
と安心感が持てるようになるの
です。
支援機関の中には、相談やカ

ウンセリングに回数制限があっ
たり、予約がいっぱいで１か月
待ちというところもありまし
た。相談やカウンセリングは、
効果が大きい分、利用しやすさ
が求められています。

多様な就労的支援5
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4.ひきこもり者に対する県内の支援の実際

ています。またパソコン教室や
職場体験などを行っている支援
機関もあり、ステップを踏んで
就労へとつなげることが求めら
れています。「得意なことがな
く、パソコンもインターネット
しか見なかった。でもパソコン
教室でワード・エクセルを学び、
少し自信がついた。事務の仕事
をしてみたい」(10 代　女性 )
という声もありました。
ひきこもり者が仕事につくこ

とは容易なことではありませ
ん。また勤めることができても、
職場での人間関係やストレスに
耐えられず退職してしまう人が
少なくないのです。したがって、

幾つかの支援機関ではジョブ
コーチによる就労適応支援を
行って、本人がその職場に定着
できるような支援を行っている
ところもありました。ジョブ
コーチとは、当事者の就労現場
に寄り添ってサポートする人の
ことです。「初めての職場に行っ
て、知らない人に会うのはとて
も負担があったが、ジョブコー
チについてもらうことで職場に
なじむことができた。仕事に慣
れるまで、そばに居てくれたの
でとても安心して通えた」(30
代　男性 ) と話してくれる人も
いました。
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訪問支援とは、自宅などにこ
もっているひきこもり者のもと
へ、外から支援者が働きかけて
いく支援方法で、現在最も注目
されている支援の一つです。公
的支援機関で比較的よく行われ
ていましたが、民間支援機関で
は訪問できる人材がいない、ま
たは時間が足りない等の理由か
ら実施する機関が少ないという
ことがわかりました。
「一人でいると、時折誰かと
話したいと思うことがありまし
たが、外に出ることができませ

んでした。家に来てくれて、話
してくれる人がいればいいのに
と思っていました」(30代 女性)
と、訪問支援へのニーズは大き
いのですが、実際に訪問した支
援者がひきこもり者と直接会え
るまでは多くの時間が必要で
す。会うことをめぐって本人の
中にはたくさんの葛藤があるの
で慎重でなければなりません。

「以前、勤めていた職場を人
間関係が原因で退職して以来、
働くことに対し意欲がわかず、
３年間ひきこもっていた。支援
機関で軽作業に参加し、みんな
から必要とされているという
メッセージをもらい、働くこと
へ希望が持てるようになってき

た」(20代　女性)。このように、
徐々にではあるけれど働くこと
を通して社会とつながり、多少
の収入も得て、ひきこもりから
の脱出をサポートするための就
労支援はきわめて大切なひきこ
もり支援の一つです。

訪問による支援6
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4.ひきこもり者に対する県内の支援の実際

今回の調査の中でそれぞれの支援機関はさまざまな家族支援を
行っていることが分かりました。その内容を６つに分類してグラフ
にしたものです。

親の会とは、ひきこもり者を
抱える親同士が集まり、互いに
近況や抱える思い、悩みなどを
思いのままに話し合う場のこと
です。今回、調査した中では、
親の会は多くの支援機関で実施
されていました。
親の会の目的はなによりも

「親自身が元気になること」で

す。ひきこもり者を抱える家庭
では、本人と同じくらい親もつ
らい思いを抱えています。その
ため親自身も孤立し、体調を崩
したり、精神的に疲労すること
が多くあります。

癒しと学びの親の会による支援1

家族支援プログラム2
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数多くの支援機関で行われて
いる相談・カウンセリングは、
特別に時間を設定し行うもの
や、電話で行うものなどがあり
ます。ひきこもりの相談の多く
は、母親からの相談です。「子

どもがひきこもりになり、どう
していいかわからない」「本人
とどう接したらいいのか教えて
ほしい」「精神障害や発達障害
など、何らかの病気を持ってい
るのではないだろうか」などの

親の会では、親本人が抱える
子どもへの思いや、将来への不
安、世間との関係など、様々な
ことを互いに話し合うことに
よって、親の抱える不安や悩み
を和らげます。また、親同士の
交流が生まれ、親の孤立や親自
身のひきこもりを予防します。
支援機関の中には、お茶やお菓
子などをかこんで話をしやすい
環境を作る工夫をしたり、親同
士で事前に声を掛け合って参加
するというところもありまし
た。親同士で、助言やアドバイ
スを行うことで、家庭での過ご
し方や本人との関わり方を学ぶ

ことが親にとって大きな学びの
場になっています。また、親の
会では、情報交換や仲間づくり
とともに、他の支援機関の情報
も共有し、支援内容の学習を深
めます。30 代のひきこもりの
娘を抱える母親は「子どもが苦
しんでいるのに、私だけ楽に
なっていいんだろうかと、はじ
めは思っていました。でも、親
の会に参加し、思いを打ち明け
ることで胸の中の不安が少し薄
れ、家での過ごし方にゆとりが
生まれました。娘に対して笑顔
で声をかけられるようになりま
した」と話してくれました。

親への相談とカウンセリングによる支援2
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訴えが多くあります。中には、
家庭内暴力のあるケースやひき
こもってからほとんど顔をあわ
すことのないケースもみられま
す。自分の子どものことが分か
らなくなることは、親にとって
は不安なものです。誰かに相談
したいと思う気持ちはあって
も、「子どもがひきこもってい
る」ということを他者に話すこ
とに抵抗のある親も多くいま
す。調査を行った支援機関の職
員は、「相談に来るまでに時間
のかかる人が多い。ひきこもっ

てから何年もたって親が定年を
迎える時に、経済的な不安を感
じ、相談に来るケースもある。
本人の社会復帰のためにも早い
段階で相談してほしい」と話し
てくれました。
また、相談やカウンセリング
では本人のことだけでなく、親
自身の抱える負担を和らげる効
果もあります。「はじめは子ど
ものことで相談したが、カウン
セラーと話す中で、自分が夫に
対し不満を持っていることに気
がついた。カウンセラーから夫
と話すようアドバイスをもらい
話し合うことができた。家庭の
ことに不干渉だった夫が少しず
つ子どものことを気にかけてく
れるようになった」と話してく
れる母親もいました。中には、
精神科医による医療相談を行っ
ている支援機関 ( 神戸オレンジ
の会・精神保健福祉センター )
もあります。
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親の会などで知り合った親同
士や親の会が主催して、イベン
トやレクリエーションを行い、
親自身の元気回復のためのプロ
グラムを行っているところが多
くありました。例えば芋煮会
（ＩＳＩＳ神戸）、花見 ( ふくろ
うの会)や新年会(みやすの鐘)、
納涼祭 (ＫＯＡＨ)、陶芸 ( 神戸
オレンジの会 ) や工場見学など
内容は様々ですが、親のリフ
レッシュやレクリエーションの
効果がかなり高いように思われ
ます。父親同士が集まりお酒を
くみかわして語り合うところ
( みやすの鐘 ) や、父親も母親

も参加して一つのことをする中
で夫婦間の会話が生まれたとこ
ろもありました。30 代のひき
こもりの息子を持つ父親は、「妻
に誘われて参加した。今では、
夫婦で参加する時もあるし、交
代で参加する時もある。同じひ
きこもりを持つ親が集うので、
何でも話すことができてよい。
今までは夫婦で同じことをする
ことはなかった。息子を支える
ために夫婦で話すことが多くな
り、家族の絆が強くなったと
思っている」と話してくれまし
た。

親自身の心身回復のプログラムによる支援3
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4.ひきこもり者に対する県内の支援の実際

また、「夫婦共働きのため、
日頃の親の会には参加できませ
んが、年数回のイベントには参
加するようにしています。そこ
で、いろいろな親御さんと出会
い、話ができるので、心が少し
軽くなります」と話してくれる
母親もいました。平日に開催さ
れる親の会と違い、イベントな

どのプログラムは土・日・祝な
どに開催されることが多いの
で、仕事をしている親にも参加
しやすくなっています。また、
何か一つのことをみんなでする
ことで、一体感や仲間意識が生
まれ、親同士の交流につながり
ます。

全体の半数近くの支援機関
が、講演会や学習会を行い、さ
まざまな分野の専門家を招き、
親の学習を助け、啓蒙活動を
行っています。支援機関に所属
する会員のみを対象とした学習
会だけでなく、一般参加や当事
者の参加も可能な講演会を行っ
ている支援機関も多く、講演会
に参加してその支援機関を利用
するようになった参加者もいま
す。ひきこもり者を抱える親の
多くは、「どうすればいいのか」

「何が原因なのか」など多くの
疑問を持ち、子どもの社会復帰
のために日々さまざまな情報を
集め、学んでいます。実際に、
支援機関で働いている専門職や
ひきこもりに関する研究者を招
き、講演やアドバイスをしても
らうことは、親や当事者の学び
にとって意義あることです。そ
こで、ひきこもり状態からの脱
出の糸口を見つけることもあ
り、親だけでなく、ひきこもり
者も共に参加することも有効で

親の学習と社会的啓蒙活動プログラム4
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訪問支援は、ひきこもり者だ
けを対象に限定したものではあ
りません。むしろ訪問支援は親
支援からと言われるように、訪
問支援は親から始まることが一
般的です。時には、本人よりも
親を優先することもあります。
しかし、親を対象とした訪問を
行っている機関は多くはありま
せん。訪問スタッフが訪問して、
当事者に会える事もまた少ない
のです。最初は、訪問支援スタッ
フと本人の面談を望んでいた親

も、スタッフが訪問した際に家
族自身の抱えていた不安や思い
を話すことができ、少し肩の荷
を降ろす事ができたと話す親も
いました。
訪問支援については、次の章

で詳しく述べることにします。

す。40 代のひきこもりの娘を
持つ母親は、「娘がひきこもっ
ている時、どうしていいかわか
らず不安だった。いろんな講演
会に参加し、娘が抱えている苦
しみについてようやく理解する
きっかけができた。今は、娘も
外へ出られるようになったの
で、ほっとしている」と話して

くれました。30 代のひきこも
りの息子を持つ母親は「知人か
らもらったチラシがきっかけ
で、講演会に参加した。そこで
主催した支援機関のパンフレッ
トをもらい、利用してみようと
思った」と、講演会が支援機関
の利用のきっかけになったこと
を話してくれました。

訪問による親支援5


